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北海道大学大学院工学研究院

工学系部局では多種多様な研究が行わ

れていて、それに伴う事故発生の防止

が重要です。安全衛生管理事務室では

その対策の一貫として、事故発生の未

然防止のためにｅラーニング教材を作

成し、教職員・学生等への安全教育の

徹底を目指しています。

また、危険物施設や局所排気装置の点

検、各種実験（放射線発生装置の取扱

い、病原体の取扱いなど）の申請手続

き、地震時に備えた什器類の転倒防止

対策、消防訓練等を実施し、法令対応

も含めて安全な環境で研究が行われる

ような支援をしています。

安全衛生班

主な派遣先：安全衛生管理事務室

04 安全管理 05 工作

工学系ワークショップでは、機械工作

室とガラス工作室を設置し、最先端の

研究に必要なオーダメイドの機器・装

置を、設計から製作まで、ワンストッ

プで支援しています。

機械工作室では、3DCAD/CAMによ

るモデリングや、金属や樹脂の切削加

工、溶接、ワイヤー放電加工の技術を

用いた実験機器、装置の設計、製作を

行っています。ガラス工作室では、理

化学用ガラス実験装置やガラス関連機

器・器具類の設計・製作・改良・修理、

研磨機による結晶・プリズム・平面等

の光学研磨を行っています。

工作支援班

主な派遣先：工学系ワークショップ（機械
工作室・ガラス工作室）

岩盤力学研究室では、他研究機関と合

同で「未利用地下石炭のガス化」の研

究を行っています。文字通り、経済的・

技術的課題から、地下に眠っている石

炭をガス化して利用するための研究で

す。こうした実験はキャンパス内で行

う事が難しいため、三笠市にある学外

施設で行います。採掘された石炭をセ

メントで固めて人工石炭層を作り、加

熱することで出てくるガスを回収して

分析し、人工石炭層の配合や加熱方法

などの条件を変えて実験を繰り返しま

す。実験装置は、設置から解体まで多

くの工程があり、教員と協力して行い

ます。多様な機械・機器を扱うため、

幅広い専門知識が求められますが、と

てもやりがいがあります。

工学研究支援班

主な派遣先：環境循環システム部門、環
境工学部門、土木工学部門、機械・宇宙航
空工学部門、量子集積エレクトロニクス
研究センター

06 フィールドワーク

技術職員の技術と知識で

教育・研究・運営をサポートします。

工学系技術センター
作業環境の安全を確認する測定機器類

（酸素濃度計、照度計等）
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教育・研究・運営のあらゆる場面で
技術職員が活躍しています。

情報管理室では、北海道大学キャンパ

スネットワーク（HINES）のうち、工

学系棟エリアにある機器の管理と連絡

を担う窓口として業務を行っていま

す。研究室などから、ネットワークの

配線、構成や機種の選定に関する相談

があれば、助言することもあります。

インターネットがつながらなくなった

と利用者から連絡があった際には、聞

き取りや現地調査により原因を究明

し、問題解決に努めます。また、工学

系部局に所属する教職員の業務支援シ

ステムである「Yggdrasil（ユグドラシ

ル）」を、独自に開発して運用していま

す。システムを構成するサーバやルー

タ機器といったハードウェアの管理

や、各業務をシステム上で遂行するた

めのプログラムの作成・更新・保守を

行うなど、工学系部局の運営を情報技

術の面から支えています。

情報管理支援班

主な派遣先：情報管理室、工学系教育研
究センター

演習や学生実験といった講義内で行わ

れる実習の支援を行っています。実習

では、少ない教員で大人数の学生を指

導するため、学生へのサポートが行き

届かないことがあります。

学生一人一人が自由な発想で取り組

めるよう、教員に代わって質問に答え

指導するなど、教員と連携しながら講

義・実習が円滑に進むような支援体制

を構築しています。また、このような

講義・実習の補助的な支援だけではな

く、技術職員が主体となって、技術の

進歩に応じた実習内容の見直し・提案

を行い、実習に使用する装置やシステ

ムを開発しています。たとえば、新型

コロナウイルスの影響で対面の実習が

行えないときには、対面と同等の実習

がオンラインでもできるように実習内

容を再構築し、オンライン実習システ

ムを作成しました。

情報技術支援班

主な派遣先：情報エレクトロニクス学科
各コース・電子計算機室、情報エレクト
ロニクス部門各研究室・実験室

一つの研究室では維持が難しい電子顕

微鏡や核磁気共鳴装置など、大型・高

価な共用実験装置の保守・管理を担当

しています。また、学内外を問わず、

ユーザーに対する測定補助・受託分析・

分析に関する技術相談にも取り組んで

います。最先端の教育研究を支えるた

め、固体電池材料や耐高温・耐照射金

属材料などのエネルギー分野、半導体

材料や量子ドットなどの情報通信分

野、隕石や土壌といった地球惑星科学

分野など、幅広い分野を対象とし、ナ

ノ・マイクロスケールでの観察、元素

分析、構造解析を行っています。最近

は、日本の探査機「はやぶさ２」が持ち

かえった小惑星「リュウグウ」のサン

プルの分析支援も始まっています。

機器支援班

主な派遣先：ナノ・マイクロマテリアル
分析研究室、高エネルギー超強力X線回折
室、光電子分光分析研究室、フロンティア
化学教育研究センター、超高圧電子顕微
鏡研究室、瞬間強力パルス状放射線発生
装置研究室

工学系部局の教職員の方からの派遣依頼および業務依頼を受け付けています。

派遣依頼には、派遣先で定常的に業務
を行う「年度単位での派遣」と、非定
常的作業の発生に対応する「短期間の
派遣」の二種類があります。

業務を行いながら、技術研鑽・能力開発をするためのフォローとして、
技術職員のスキルアップを促進する取り組みを行っています。

　  スキルアップ制度を利用した勉強会への参加

私が参加したのは、IoT技術の修得・共有を目的とした勉強会です。IoTと
は、モノをインターネットにつなぐことにより、社会をより便利にする考え方で
す。スキルアップ制度で購入したIoT機器により、自らの日常業務の効率化
や省力化が可能か調査し、その結果を発表しました。参加者の調査報告
書は、技術部全体で技術共有することを目的として、データベースに集約し
ました。スマートグラスというIoT機器を用いて、施設で利用するLANケーブ
ルの工作手順の撮影や、通信機能を利用したドラフトの保守作業の遠隔
指示の可能性を検証しました。なお、この調査結果は勉強会だけではなく、
総合技術研究会で、研究支援の事例として報告し、他大学の技術職員と
も技術交流を行いました。スキルアップ制度によって、異なる専門分野の
技術にも触れることができ、自身の日常業務の効率化や、プレゼンテーショ
ンスキルの向上につながりました。今後も積極的にスキルアップ制度を利
用し、技術職員としての能力向上を目指したいと考えています。

（長倉宏樹：第一技術室 機器支援班 / 瞬間強力パルス状放射線発生装置研究室）

業務に必要な知識と技術を広く習得し、技術職員間の相互理解や技術交流を
深めるための取り組みを行っています。
 

技術部初任技術職員研修（写真・上）は、年度の初めに行われ、技術職員の業務場所である学
内施設を訪問し、業務を体験するとともに、大学の教育・研究・運営において、ますます多様
化する技術支援のあり方について学ぶことを目的としています。
学生の休業期間中に、技術職員が主体的に企画・運営する技術部研修（写真・下）を行ってい
ます。技術職員自身が講師を務め、動画制作実習やドローン操縦実習など、広範囲に及ぶ技術
職員の分野を問わず役に立つ最新技術の修得を目指すものなど、毎年テーマを決めて行って
います。外部講師の招聘や、札幌市周辺にある外部施設の見学を行うこともあります。
年度末には、技術部全体会議を開催し、事業・会計報告のほか、スキルアップ制度を利用して
研修、学会や研究会に参加した技術職員の報告が行われます。技術職員同士の情報交換や、連
携につながるネットワーク作りの機会としても重要な役割を果たしています。

01 組織運営 02 講義 03 分析

工学系技術センターは、工学研究院、情報科学研究院、量子集積エレクトロニクス研究センター、工学院、情報科学院、
総合化学院及び工学部の教育・研究の技術支援を行うことを目的としています。技術部には、電気、機械、土木、化学、
物理、電子・情報などさまざまな分野を専門とする技術職員が所属します。

工学系技術センター
◆ センター長　◆ 副センター長

技術部
◆ 技術部長　◆ 副技術部長

第一技術室

機器支援班

安全衛生班

第二技術室

工作支援班

工学研究支援班

第三技術室

情報管理支援班

情報技術支援班

工学系ワークショップ（機械工作室、ガラス工作室）

情報管理室

教育・研究の
技術支援

派遣依頼・報告

● 工学研究院

●情報科学研究院

●量子集積
エレクトロニクス
研究センター

●工学院

●情報科学院

●総合化学院

●工学部

物品・
図書購入

勉強会 学会等
参加

技術職員が従事する特殊業務のなかには、資格取
得が義務化されているものもあります。多様な業
務への対応に必要な資格について、受験料や教材
購入の補助など、資格取得に積極的に取り組める
ようサポートしています。

技術研鑽のための物品や書籍を購入することが
できます。現在従事する業務に関する専門知識の
ほか、新しい技術の修得や、業務改善・効率化の
ための情報収集など、気軽にスキルアップに取り
組むための環境が整っています。

有志が集まり、勉強会を行っています。教科書の
輪読のほか、資格取得に向けたもの、個々の専門
知識を横断的に共有するもの等があります。業務
にあたり、日々能動的に勉強していくことが求
められるなかで、個人の知識量の向上にとどまら
ず、学んだ内容を組織の活性化につなげる貴重な
場です。

全国の大学・高等専門学校および大学共同利用
機関法人に所属する技術系職員が参加し、業務
を通して得た新しい技術的知見や創意工夫、技
術研鑽の取り組みなどを発表する場として、技
術研究会があります。技術研究会や学会のほか、
技術向上のための研修・セミナーに積極的に参
加できるよう、参加費や旅費が補助されます。

スキルアップ制度

スマートグラス本体 通信機能による保守点検作業の遠隔指示

研修制度

組織

派遣依頼・業務依頼

技術職員の派遣

派遣依頼
 

年度単位での派遣／短期間の派遣

実験装置運転等において資格保有者が
必要な場合や短期間の技術的なサポー
トが必要な場合に、資格・スキルを有
する技術職員が対応します。
ご希望の方は、依頼内容や具体的な作
業日程等を下記のメールアドレスあて
にお送りください。技術部内で検討し
ご連絡します。なお、依頼内容によっ
ては受理までにお時間を頂く場合やお
引き受けできない場合もあります。
 
 

E-mail : tc@eng.hokudai.ac.jp

 

※長くても一週間程度で完了するものに限ります。
 

〈業務依頼の例〉

●クレーンの運転業務（有資格者の派遣）
●酸素欠乏危険性の作業（有資格者の派遣）
●工業用X線CT装置運転の立合

（有資格者の派遣）
●共用分析機器予約システムのサーバ移設と改修
●Raspberry Piを使った流量計のIoT化
●熱マネージメント相談室のウェブサイト構築

業務依頼

工学系ワークショップでは、教職員の方か
らの各種材料加工、機械工作、ガラス
工作等の作業依頼を受け付けています。
依頼方法、申請書類については工学系
技術センターウェブサイト内「工学系ワー
クショップ」をご覧ください。

 

URL : https://tc.eng.hokudai.ac.jp/workshop/

 

工学系ワークショップへの作業依頼
 

機械工作室・ガラス工作室

NMR クエンチの様子
（酸素欠乏危険性の作業）

窒素ガス流量計に接続した監視機器
（流量計のIoT化）

資格
取得

内蔵カメラで作成した工作マニュアル

ガラス工作室の制作物 先輩技術職員からの業務紹介

ガラス工作体験

機械工作室の制作物




